
 

  

 

  

    

    
  
  

 
  

    

    

  
  

 

  

    

    
  
  

 
  

    

    

  
  

 

  

  

棒の左右でつり下げたおもりの数がちがうのに，棒が水平に

なったから，力点や作用点の位置と，ものを持ち上げるのに

必要な力との間に何かきまりがあるのか疑問に思った。

てこを使ってものを持ち上げるとき，どのようなきまりが

あるのだろうか。



 

 
 
 
 

 

 

 

 

てこを使ってものを持ち上げるとき，どのようなきまりが

あるのだろうか。

支点から力点までのきょりが短くなると，ものを持ち上げるには

重いおもりが必要になると思う。

力点の位置を支点に近づけると，手ごたえが大きくなったから。

／

20 ３ 30 ２

60 １

てこを使ってものを持ち上げるとき，棒が水平になった場合には，

（左側の

　おもりの重さ）

左側にかたむけるはたらき 右側にかたむけるはたらき

× ＝
（支点からの

　きょり）

（右側の

　おもりの重さ）
×

（支点からの

　きょり）
／

／
／
／

（おもりの重さ）×（支点からのきょり）が棒の左右で等しくなる

というきまりがある。
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